
 

  

研究内容：  

 

■ 概要 

 よりよい環境づくりには、住民一人ひとりが、自分の住むまちや建築に興味関心を持つこと、そして “人“を中心とした

デザインを進めることが大切だと考えています。 また、住民や関係者に興味関心を持ってもらうためには、分かりやす

い形で情報を”伝える“こと、計画の段階から関わってもらうしくみをつくること、などが必要です。しかしながら、目に見え

るモノ（ハード）とは異なり、コト（ソフト）のデザインについては理解が得られにくいことが多くあります。ただ、きちんとデ

ザインされたものは、利用者が愛着を持って丁寧に長く使ってくれ、住民が主体的に関わっているまちには活き活きとし

た楽しい空気が流れていると思います。このような問題意識に基づき、コトとモノの両面からデザインを考えることを実践

しています。 

 

■ 事例 

★まちあるきマップの作製（ヘリテージ明石と連携） 

 「江井島まちあるきマップ」「大蔵まちあるきマップ」など歴史文化遺産に着目したまちあるきマップの作製しています。 

★広報ツールの企画・製作 

 特徴ある地域を伝えるためのウェブサイトやガイドブックなどの製作を行っています。 
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キーワード： 学習教材，まちづくり，歴史文化遺産，まちあるきマップ，ヘリテージマネージャー 

技術相談 

提供可能技術： 

・地域学習教材，まちあるきマップ，広報ツールなどの作製・相談 

・ワークショップ・まちあるきイベントなどの企画・相談 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

  

  

  

  

  

 

 


